
告警

・ 本 照 明 器 具 は 、 パ ナ ソ ニ ッ ク 製 非 常 用 防 湿 型 ・ 防 雨 型 一 体 型 Ｌ Ｅ Ｄ ベ ー ス ラ イ ト 専 用 の 器 具 本 体 と
　 非 常 灯 用 防 湿 型 ・ 防 雨 型 ラ イ ト バ ー と の 組 合 せ で 性 能 を 満 足 し ま す 。

・ 上 記 （ 　 ） 内 は 加 工 品 番 で す 。 　 以 降 、 加 工 品 番 の 記 載 を 省 略 し ま す 。

一体型ＬＥＤベースライト

防湿型・防雨型　非常用照明器具（電池内蔵型）

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。（防湿型・防雨型）

取扱説明書
保管用

取扱説明書
施工説明書施工説明書

　取説Ｎｏ．ＮＷＬＧ４２６１５Ｃ－Ｔ３　

・ 適 合 器 具 本 体 と 適 合 ラ イ ト バ － の 組 合 せ は 、 承 認 図 ・ カ タ ロ グ を 参 照 し て く だ さ い 。

一体型ＬＥＤベースライト

防湿型・防雨型　非常用照明器具（電池内蔵型）

品 　 　 　 　 番

品 　 　 　 　 番使用温度範囲

材 　 質

反 射 笠 付 型

Ｄ ス タ イ ル 　 Ｗ １ ５ ０

Ｄ ス タ イ ル 　 Ｗ ２ ３ ０

ｉ ス タ イ ル

適 合 本 体

材 　 質

材 　 質

適 合 本 体

ｉ ス タ イ ル

Ｄ ス タ イ ル 　 Ｗ ２ ３ ０

Ｄ ス タ イ ル 　 Ｗ １ ５ ０

反 射 笠 付 型

材 　 質

適 合 ラ イ ト バ ー

昼白色（５０００Ｋ）

タ イ プ

１ ６ ０ ０ ｌ ｍ 　 タ イ プ

　 ８ ０ ０ ｌ ｍ

　亜鉛鋼板製

２ ０ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

タ イ プ２ ５ ０ ０ ｌ ｍ

３ ２ ０ ０ ｌ ｍ タ イ プ

＜ ２ ０ 形 ＞＜ ２ ０ 形 ＞

５ ２ ０ ０ ｌ ｍ

６ ９ ０ ０ ｌ ｍ 　 タ イ プ

４ ０ ０ ０ ｌ ｍ

タ イ プ

タ イ プ

　　ＮＮＷ（Ｈ）４６０５ＧＮ

昼白色（５０００Ｋ）

　　５ ３５適 合 ラ イ ト バ ー

品 　 　 　 　 番＜ ４ ０ 形 ＞＜ ４ ０ 形 ＞ ＜ ４ ０ 形 ＞＜ ４ ０ 形 ＞

＜ ２ ０ 形 ＞＜ ２ ０ 形 ＞

品 　 　 　 　 番

　　５ ３５

４ ８ 時 間 充 電 後 　 　 　 非 常 点 灯 の 確 認 を し て く だ さ い 。
電 池 は 設 置 後 通 電 し 、

充 電 し な い と 非 常 点 灯 し ま せ ん 。

・ 適 合 器 具 本 体 と 適 合 ラ イ ト バ ー は 、 防 湿 型 ・ 防 雨 型 非 常 用 照 明 器 具 専 用 で す 。
　 防 湿 ・ 防 雨 型 常 用 照 明 器 具 の 器 具 本 体 、 ラ イ ト バ ー と の 組 合 せ は で き ま せ ん 。

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

　亜鉛鋼板製

（亜鉛鋼板製）

　亜鉛鋼板製

　　ＮＮＷ（Ｈ）４５０５ＧＮ

　　ＮＮＷ（Ｈ）４４０５ＧＮ

　　ＮＮＷ（Ｈ）４３０５ＧＮ

　　ＮＮＷ（Ｈ）４２０５ＧＮ

　　ＮＮＷ（Ｈ）４１０５ＧＮ

　　ＮＮＷ（Ｈ）２１０５ＧＮＪ

　　ＮＮＷ（Ｈ）２００５ＧＮＪ

ＮＷＬＧ（Ｈ）４２６１５Ｃ

ＮＷＬＧ（Ｈ）４２６２３Ｃ

ＮＷＬＧ（Ｈ）４２６１７Ｃ

ＮＷＬＧ（Ｈ）４２６０９Ｃ

ＮＷＬＧ（Ｈ）２１６１５Ｃ

ＮＷＬＧ（Ｈ）２１６２３Ｃ

ＮＷＬＧ（Ｈ）２１６０９Ｃ

　（ＮＷＬＧＨ２１６０９－１）

使用温度範囲

　（ＮＷＬＧＨ２１６０９－１Ｓ）

９８０

施工は、施工説明にしたがい確実に行う。施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります
器具、光源部の分解、改造をしない。落下・感電・火災の原因となります。
表示された電源電圧（定格電圧 ６％）、周波数で使用する。指定外の電源電圧・周波数で使用すると感電・火災の原因となります。
水平天井直付専用です。他の取り付けはしないでください。落下の原因となります。
電源線の接続後の絶縁・防水処理（融着テーピング等）は、確実に行う。感電、火災の原因となります。
単線とより線の直接接続（ねじり接続など）はしない。必ず専用工具で圧着すること。火災の原因となります。
電気設備技術基準にしたがい、Ｄ種（第３種）接地工事をする。接地が不完全な場合、感電、漏電の原因となります。
非常用光源部のレンズはガラス製のため、取り扱いに注意する。破損によるけがの原因となります。
ライトバーが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。

電気設備技術基準にしたがい、Ｄ種（第３種）接地工事をする。接地が不完全な場合、感電、漏電の原因となります。
非常用光源部のレンズはガラス製のため、取り扱いに注意する。破損によるけがの原因となります。
ライトバーが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。
蓄電池を短絡・分解したり火や水に投入しない。破裂・やけど・感電・火災の原因となります。



－ ２ －

注意
軒下などの雨線内で使用できます。ただし、風の強い場所、常時高温・高湿度になる場所、腐食性ガスの発生する場所、塩害を受ける場所、

　屋内プールなどの塩素雰囲気にさらされる場所、振動の強い場所、エアコンの冷風が直接当たる場所では使用しないでください。
　落下・感電・火災の原因となります。
直射日光の当たる場所には設置しないでください。過熱による故障・短寿命の原因となります。

器 具 背 面 図

＜４０形＞

Ｄスタイルの場合

・本体の取付方向により、非常用光源位置方向が決まります。

８００
６２ ６００

７０

４００

６６ ７

８３ ５

３６

７０

２６穴（電源用）

Ｋ．Ｏ

電源穴

Ｋ．Ｏ電源穴

非常用光源部

非常用光源部

壁スイッチは、赤線回路に設けてください。

壁スイッチで消灯しても電池への充電は行われています。

・３線式（壁スイッチ等で点滅操作する場合）配線種類 ・２線式（連続点灯する場合）

赤消 灯 ス イ ッ チ

器 　 具
黒

白 白

赤

黒

器 　 具

７７２

１３９０

６２０

３１６

２６穴

（電源用）

２－ ２０穴

（取付ボルト用）

２６穴

（電源用）

ダルマ穴

２－４ ５ １０長穴

（取付ネジ用）

２－ ２０穴

（取付ボルト用）

２６穴（電源用）

２－ ２０穴

（取付ボルト用）

＜２０形＞

Ｄスタイルの場合

周囲温度は、５ ３５ で使用してください。
　指定外の周囲温度で使用すると、蓄電池の劣化、ちらつきや短寿命及び非常点灯しない原因となります。
寒冷地等で外気に通ずる場所に設置した場合、非常点灯時間が極端に短くなる恐れがあります。

　やむを得ず設置する場合は、非常点灯時間の点検を頻繁に行って下さい。（少なくとも半年ごとの点検は必要）
　自己点検リモコン（別売）をご使用頂けると、点検が簡単となります。
電源方式により騒音（うなり）が大きくなる場合がありますので、以下の配線を行ってください。

　・三相電源を使用する場合は、必ず接地側を器具の端子台のＮ　側に接続してください。
　・電源と器具間に片切りスイッチを設ける場合は、必ず非接地側（充電側）　に取り付けてください。
電源と通電せずに、蓄電池を接続したまま放置しないでください。蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

電源方式により騒音（うなり）が大きくなる場合がありますので、以下の配線を行ってください。
　・三相電源を使用する場合は、必ず接地側を器具の端子台のＮ　側に接続してください。
　・電源と器具間に片切りスイッチを設ける場合は、必ず非接地側（充電側）　に取り付けてください。
電源と通電せずに、蓄電池を接続したまま放置しないでください。蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

４８時間充電後、非常点灯の確認をしてください。充電しないと非常点灯しません。
器具の取り付け、取り外しは手袋などの保護具を使用してください。けがのおそれがあります。
器具の背面から水がかかる場所では使用しないで下さい。落下・感電・火災の原因となります。
非常用光源側エンド面には電源穴がありませんので、電源線の器具間送り配線は天井裏に電源線を戻して配線してください。



ＮＷＬＧ４２６２３Ｃ＋ライトバーの例で説明しています。

電 源 ブ ッ シ ン グ

　不備があると感電・火災の原因となります。　不備があると感電・火災の原因となります。
・既設器具取替えの場合、周辺機器の電気容量を確認する。

・器具質量（４ ６ｋｇ：ＮＷＬＧ４２６２３Ｃ＋ライトバー）の
　場合に十分に耐えるよう、ボルト取付部の強度を確保する。
　取付ボルトは、Ｗ３／８又はＭ１０を使用する。
・ボルトは極端な斜め出しにならないこと。
・この器具をアウトレットボックス等に取付ける場合は
　下記の適合カバーを使用してください。
　尚、平カバーはご使用できません。

４ ０ ０

本 体 の 取 付

取 付 前 の 確 認

器具の取付・取外しは手袋など保護具を使用してください。
けがのおそれがあります。

　不備があると器具落下の原因となります。

・電源線・ア－ス線を本体の電源穴から引き込んでおく。
　電源ブッシングがついていない電源穴を
　使用する場合は必ず電源ブッシングを
　付け替えてください。
・本体を取付ボルトに確実に取付ける。
　（推奨トルク：１ ５Ｎ・ｍ）
・取付穴は ２０となります。適切な座金サイズをご使用ください。
・電線をワッシャやナットで挟み込んでいないか確認する。

・電源線の器具内への引込長さは余裕を持った長さとしてください。

本 体 の 取 付

　不備があると器具落下の原因となります。

取 付 前 の 確 認１

２ ０ 形 タ イ プ

４ ０ 形 タ イ プ

タ イ プ

６ ０ ０ 又 は ８ ０ ０

ボ ル ト ピ ッ チ

取 付 ネ ジ

仮 吊 紐

エ ン ド カ バ ー

　 ワ ッ シ ャ

（ ２ ０ 形 同 梱 ）

本 　 体

別表参照

２
口 出 線

６
ラ イ ト バ ー

７

パ ッ キ ン

２

２

６

４

６

取 付 ボ ル ト の 出 代 ： １ ５ ２ ０ ｍ ｍ

コ ネ ク タ

５

－ ３ －

ライトバーの取り付け・取り外しは必ず電源を切る。
施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。

警
施工は、施工説明書にしたがい確実に行う。

告

エ ン ド 側 を 開 放 さ せ る矢 印 方 向 に 工 具 を
　 回 転 さ せ 背 面 側 を
　 開 放 さ せ る背 面 側 よ り 、 ペ ン チ な ど

の 工 具 を 使 用 し 作 業 を 行 う

＜ エ ン ド 電 源 穴 の 開 放 手 順 ＞

　不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。　不備があると器具落下・感電・火災の原因となります。

ペ ン チ

電 源 線 引 き 込 み 長 さ口 出 線

丸 穴 カ バ ー の 場 合

（ Ｄ Ｓ ４ ６ １ １ 等 ）

　 　

（ Ｄ Ｓ ４ ３ １ １ 等 ） （ Ｄ Ｓ ４ ５ １ ３ 等 ）

ス イ ッ チ カ バ ー の 場 合 器 具 用 カ バ ー

（
７
０
）

６ ６ ７ ８ ３ ５

（
５
０
）

６ ６ ７

（
３
５
）

（ 同 梱 ）

８
非 常 用 光 源

蓄 電 池

５
２

警
（２０形の場合）

ボックス施工の際は同梱の １８ワッシャ、ボルト施工の際は同梱の

２６ワッシャを確実に使用してください。落下の原因となります。

告

（ ３ 線 ）

コ ネ ク タ

５

（ ２ 線 ）

２０形のみボックス施工可

コ ー ド キ ー プ 　 １ 個
ブ ッ シ ン グ （ ２ ０ 、 ２ ６ ） 各 １ 個
ワ ッ シ ャ （ １ ８ 、 ２ ６ ） 各 ２ 個
取 扱 説 明 書 　 １ 枚

２ ０ 形 タ イ プ

４ ０ 形 タ イ プ

タ イ プ 器 具 同 梱 部 品

コ ー ド キ ー プ 　 １ 個
ブ ッ シ ン グ （ ２ ０ 、 ２ ６ ） 各 １ 個
取 扱 説 明 書 　 １ 枚

ナ ッ ト

（ 別 途 ）

２

・器具を密集して取付けないでください。密集させて取付けると、過熱により故障の原因となります。
　（反射笠付型、ｉスタイルのみ）
・漏洩電流値が、点灯時より無負荷時や片切消灯時の方が大きくなりますので、
　漏洩警報機等の感度設定はご注意ください。

１ ０ ｃ ｍ 以 上 離 し て く だ さ い 。

器具

反 射 笠 付 型 　 　 　 　 　 　 　 　 ｉ ス タ イ ル 　 　・エアコンの吹き出し口などの冷風が直接当たる位置で設置しないでください。
　ライトバー内部に結露が発生する原因となります。やむを得ず設置する場合は器具より少し離してフード（風よけ）を設けてください。
・低温環境で周囲温度を変更する場合は予め３時間以上点灯させた状態で行ってください。ライトバー内部に結露が発生する原因となります。
・間接照射殺菌灯と併用する場合は、間接照射殺菌灯の承認図または取扱説明書に記載の距離を離してください。樹脂製カバー劣化の原因となります。

　取説Ｎｏ．ＮＷＬＧ４２６１５Ｃ－Ｔ３　

施工上のご注意

各部のなまえと取付方法



注 ） 電 源 線 接 続 後 、 余 分 な 電 源 線 は ラ イ ト バ ー と の

　 　 当 た り を 防 ぐ た め 電 源 穴 へ 押 し 込 む か 、

　 　 本 体 側 へ 電 源 線 を 押 し つ け て 処 理 す る こ と 。

　 　 ラ イ ト バ ー が 垂 れ 下 が り 、

　 　 本 体 と ラ イ ト バ ー の 隙 間 の 原 因 と な り ま す 。

注 ） 本 体 と ラ イ ト バ ー と の 電 線 の 挟 み 込 み を 防 止 す る た め 、

　 　 上 図 に 従 い コ ー ド キ ー プ （ 同 梱 ） を 使 用 し て 、 口 出 線 を 垂 れ 下 が ら な い よ う に 処 理 し て く だ さ い 。

天 井

本 体

口 出 線

目 安 ： ２ ０ ｍ ｍ 程 度

コ ー ド キ ー プ

（ 器 具 に 同 梱 ）

電 源 線 が 押 し

込 ま れ て い な い

押 し 込 む

　 不 備 が あ る と 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。　 不 備 が あ る と 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

・電源線・器具口出し線・アース線を接続する。
・接続部の絶縁、防水処理（融着テーピング等）を確実に行う。
・Ｄ種（第３種）接地工事が必要です。
・口出し線の接続は、電気設備技術基準の省令第７条および、同解釈第１２条にしたがうこと。
・口出し線の線種：ビニル絶縁電線

　電源線の線径　：０ ７５ｍ
　
アース線の線径：１ ２５ｍ

電 源 線 ・ ア ー ス 線 の 接 続電 源 線 ・ ア ー ス 線 の 接 続３

２ ６ 電 源 穴 （ 非 常 用 光 源 側 ） 使 用 の 場 合 ２ ６ 電 源 穴 （ 中 央 側 ） 　 Ｋ ． Ｏ 電 源 穴 使 用 の 場 合

コ ー ド キ ー プ 蓄 電 池

電 源 穴 　 　

非

常

用

光

源

側

－ ４ －

５
・

コ ネ ク タ の 接 続コ ネ ク タ の 接 続
・本体とライトバー、蓄電池のコネクタを確実に接続する。 カチッ っと音がするまで嵌め込んでください。

・電源通電までに長時間かかる場合は蓄電池を接続せず、通電後に蓄電池を接続してください。蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。
　 接 続 が 不 完 全 な 場 合 、 火 災 の 原 因 と な り ま す 。　 接 続 が 不 完 全 な 場 合 、 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

本体コネクタ

（３線）

嵌め込む

ライトバーコネクタ

嵌め込む

蓄電池コネクタ

本体コネクタ

（２線）

・

　 　 コ ー ド キ ー プ

（ ラ イ ト バ ー に 同 梱 ）

ライトバーと器具本体・取付ボルトとの電線の挟み込みを防止するため、
コードキープ（ライトバーに同梱）を使用して、ライトバーから出ている
コネクタ線を固定してください。
その際、コードキープは仮吊り紐側のライトバー背面に貼ってください。

　 不 備 が あ る と 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。　 不 備 が あ る と 、 感 電 ・ 火 災 の 原 因 と な り ま す 。

２
０

仮 吊 紐

コ ー ド キ ー プ

同 じ 方 向 へ
ス ラ イ ド し て
引 掛 け る
（ 左 右 二 箇 所 ）

＜ 天 井 直 付 ＞

　 取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ イ ト バ ー 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

仮 吊 紐 の 取 付仮 吊 紐 の 取 付

　 取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ イ ト バ ー 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

・ 仮 吊 紐 を 本 体 の ダ ル マ 穴 に 引 っ 掛 け る 。 （ ２ 箇 所 ）

仮 吊 紐

４

警 告
接続、保護が不完全な場合、

感電・火災の原因となります。

１ ５

蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

各部のなまえと取付方法（続き）



－ ５ －

６

告警

・ ご 使 用 前 に こ の 取 扱 説 明 書 を 必 ず お 読 み の う え 、 正 し く お 使 い く だ さ い 。

７ パ ッ キ ン （ ラ イ ト バ ー に 同 梱 ） の 取 付

　取付が不完全な場合、パッキン落下の原因となります。

（ ラ イ ト バ ー 同 梱 ）
パ ッ キ ン

注）食品工場等、パッキンが万一落下すると、不具合が生じるような場所には
　　パッキンを取付しないでください。

・パッキンは意匠上、取付穴を隠すためのものです。必要に応じてご使用ください。
・ご使用の場合は、パッキンをエンドカバーの穴に奥まで差し込むこと。

パ ッ キ ン （ ラ イ ト バ ー に 同 梱 ） の 取 付

　取付が不完全な場合、パッキン落下の原因となります。

パ ッ キ ン

本 体 エ ン ド

ラ イ ト バ ー の 取 付

　 取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ イ ト バ ー 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

ラ イ ト バ ー の 取 付

　 取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ イ ト バ ー 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

・電源通電状態で、ライトバー及び充電モニタ－が点灯するか確認する。
・自己点検スイッチを押し、非常点灯を確認する。（充電モニタ－は消灯します）
　正常に動作しない場合は「故障かな？と思ったときは」の頁を参照してください。
・点灯確認後、長時間電源を通電しないときは、蓄電池を外してください。
　蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

８

１ パッキン（取付している場合）の隙間に

　　ピンまたは先端の細いマイナスドライバー等を入れて外す

２．取付穴からプラスドライバー等を入れて取付ネジを外す

３．コネクタを外す

ライトバーを取外す場合

告警
ライトバーの取付・取外しは、必ず電源を切る

点 灯 確 認点 灯 確 認

自 己 点 検

ス イ ッ チ

充 電

モ ニ タ ー

　取説Ｎｏ．ＮＷＬＧ４２６１５Ｃ－Ｔ３　

エンドカバー

取付穴

・エンドカバーの取付穴よりプラスドライバーなどの工具で
　取付ネジを確実に本体に取り付ける。
　（取付ネジ推奨トルク値：１ ０Ｎ・ｍ）
　取付ネジは垂直に締め込むこと。
・取付ネジが締めきれない場合は、誤取付の可能性がありますので
　垂直に締め込める位置で　再取付を行ってください。
　　＜電動工具使用時の注意点（設定値）＞
　　・取付ネジはステンレス製です。
　　　「焼付き（かじり）」を起こすことがありますので注意してください。
　　　回転数：３８０回転／分以下（低速）　締付トルク：１ ０Ｎ・ｍ

蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

器具、光源部の分解、改造をしない。落下・感電・火災の原因となります。
布や紙など燃えやすい物でおおわない。落下・感電・火災の原因となります。
万一、煙が出たり、異臭がするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。そのままで使用すると、感電・火災の原因となります
必ずパナソニック製非常用防湿型・防雨型一体型ＬＥＤベースライト専用の器具本体と非常灯用防湿型・防雨型ライトバーとの組合せで使用する。

　落下・感電・火災の原因となります。
ライトバーの取り付け・取り外しは、必ず電源を切る。感電の原因となります。
充電モニタ（緑色）が点滅している場合、通電状態で蓄電池を交換してください。通電状態でない場合、充電モニタ（緑色）の点滅が正常（点灯状態）に戻りません。

蓄電池を加熱したり、火や水に投入しない。破裂する危険があります。
蓄電池を分解しない。やけど・感電の原因となります。蓄電池内の液は、皮膚や衣類をいためます。
落下した蓄電池は使用せず、回収をリサイクル業者に依頼する。

　但し、落下した際にケースが破損した場合は、電極部と金属部分が接触しないよう電気絶縁用ビニルテープで絶縁し、各自治体のルールに従い、廃棄物として処理する。
　不備があるとショートによる破裂・やけど・感電・火災の原因となります。

製品に衝撃を与えない。破損した場合、感電・火災の原因となります。万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。
ライトバーが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。

各部のなまえと取付方法（続き）



－ ６ －

天 井 高 さ

４ ｍ ま で

（ 判 定 に ３ ０ 分 か か り ま す 。 ）

（ 注 ）（ 注 ）

（ 注 ）（ ）

（ ）

（ ）

（ ）（ ）（ ）

消 灯 し た ま ま

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

点 検 中 断

消 灯 点 灯

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

消 灯 し た ま ま

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

約 １ 秒 間 点 滅 （ ４ 回 ）

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

点 灯 し た ま ま

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

点 灯 消 灯

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

点 検 開 始

約 １ 秒 間 消 灯

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

点 灯 し た ま ま

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

（ 光 源 が 点 灯 ）

約 ０ ５ 秒 間 消 灯

（ 充 電 時 間 ４ ８ 時 間 未 満 ）

充 電 中

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ）

器 具 の 状 態

「 確 認 」

ス イ ッ チ

点 検 中

「 点 検 」

ス イ ッ チ

「 中 断 」

ス イ ッ チ

充 電 完 了 状 態

（ 充 電 時 間 ４ ８ 時 間 以 上 ）

　 リ モ コ ン の 「 中 断 」 ス イ ッ チ を 押 し て く だ さ い 。

・ 充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 点 灯 （ 通 常 状 態 に 戻 り ま す 。 ）

器 具 本 体 の 充 電 モ ニ タ ー を 確 認 し て く だ さ い

途 中 で 点 検 を 中 断 す る 場 合 、

・ 充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 点 滅 　 　 蓄 電 池 の 交 換 時 期 で す 。

・ 充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 点 灯 　 　 正 常 で す 。

器 具 本 体 の 充 電 モ ニ タ ー を 確 認 し て く だ さ い

蓄 電 池 の 容 量 確 認 が 行 え ま す 。３

３　 　 　 　 　 に 進 ん で 下 さ い 。

・ 充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 消 灯 （ 非 常 点 灯 に 切 り 換 り ま す 。 ）

器 具 本 体 の 充 電 モ ニ タ ー を 確 認 し て く だ さ い

リ モ コ ン の 「 点 検 」 ス イ ッ チ を 押 し て く だ さ い 。２

２

　 　 　 点 検 準 備 が 出 来 て い ま せ ん 。 ４ ８ 時 間 以 上 充 電 し て 下 さ い 。

・ 充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 約 １ 秒 間 消 灯

　 　 　 点 検 準 備 が 出 来 て い ま す 。 　 　 　 に 進 ん で 下 さ い 。

充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 点 灯 し て い る こ と を 確 認 し て 下 さ い 。

　 （ チ ャ ン ネ ル 「 １ 」 は 誘 導 灯 用 で す 。 ）

の 場 合 は 充 電 モ ニ タ ー の 状 態 に 変 化 は あ り ま せ ん 。

（ 注 ） リ モ コ ン ス イ ッ チ を 押 し 続 け る と 上 記 の 状 態 を 繰 り 返 し ま す 。

（ 例 ： 「 確 認 」 ス イ ッ チ を 押 し 続 け る と 、 充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 点 滅 し 続 け ま す 。 ）

リ モ コ ン ス イ ッ チ と 器 具 状 態 の 対 応 表

リ モ コ ン に よ る 点 検 方 法

チ ャ ン ネ ル を 「 ２ 」 に セ ッ ト し て く だ さ い 。

器 具 本 体 の 充 電 モ ニ タ ー を 確 認 し て く だ さ い

・ 充 電 モ ニ タ ー （ 緑 ） が 約 １ 秒 間 点 滅 （ ４ 回 ）

リ モ コ ン の 「 確 認 」 ス イ ッ チ を 押 し て く だ さ い 。１

１

中 断 し た 場 合 は 、 再 度 ４ ８ 時 間 充 電 が 必 要 で す 。

リ モ コ ン 操 作 エ リ ア に つ い て

ス イ ッ チ 各 部 の 名 称 と 働 き

適 合 リ モ コ ン 品 番 ： Ｆ Ｓ Ｋ ９ ０ ９ １ ０ Ｋ （ 別 売 ）

リモコンを操作するときは点検する非常灯器具の真下から
リモコンを非常灯器具に向けて送信してください。

直 下 か ら リ モ コ ン を 操 作 し な い 場 合 、 隣 接 す る 器 具 も

受 信 し て し ま う こ と が あ り ま す 。 そ の 際 は 隣 接 す る

器 具 の 直 下 か ら 、 リ モ コ ン の 「 中 断 」 ス イ ッ チ を

押 し て 点 検 を 中 断 し て く だ さ い 。

中 断

点 検

自 己 点 検 用 リ モ コ ン に つ い て

２

確 認

中 断

点 検

使用時、チャンネルは「２」に
セットしてください。
（チャンネル「１」は誘導灯用です。）

チ ャ ン ネ ル

非常灯器具が４８時間の
充電が完了しているかを
確認するときに使用します。

点検動作を中断し、通常状態に
復帰させるときに使用します。

「 確 認 」 ス イ ッ チ

「 中 断 」 ス イ ッ チ

定格時間の非常点灯確認を開始します。
（器具本体の自己点検スイッチを
　押したときも同様です。）

「 点 検 」 ス イ ッ チ

直 径 ： １ ５ ｍ ま で

　

・蓄電池の容量確認検査が行なえます。
　（判定に３０分かかります。）
・先端が細く尖っていない（ ３以下）
　もので２秒以上押すと検査を開始します。
　（充電モニター（緑）が消灯します。
　　検査終了後は自動的に復帰します。）
・自己点検スイッチの動作には、４８時間
　以上充電が必要となります。
　（４８時間以内に、３秒以上の停電・非常
　　点灯があった場合は点検動作しません。）

充電モニター（緑）
蓄電池が充電されているか確認できます。
また自己点検”可”のお知らせをします。

モ ニ タ ー と 自 己 点 検 ス イ ッ チ に つ い て

先 端 が 細 く

尖 っ て

い な い も の

（ ３ 以 下 ）

緑色点灯

点灯しない

緑色点滅

約１秒間緑色点滅
（４回）

自 己 点 検 ス イ ッ チ

・蓄電池が充電されていません。
・非常点灯になっていないか、または、
　蓄電池が外れていないかを確認してください。
・リモコンの「点検」スイッチまたは
　「確認」スイッチを押した場合、
　点検 不可”をお知らせします。

正常です。

蓄電池の交換時期の目安です。
蓄電池の容量低下や異常を緑点滅で
お知らせします。

リモコンの「確認」スイッチを押した場合
点検 可”をお知らせします。

スイッチは、ゴムのため、破損した場合
防水性能が維持できなくなります。

注
感電・火災のおそれあり

意

自己点検

スイッチ

充電

モニター



－ ７ －

ＦＫ７５３（６ ０Ｖ　１２００ｍＡｈ）

ＦＫ７５２（４ ８Ｖ　１２００ｍＡｈ）

使 用 上 の ご 注 意

保 証 に つ い て

お 手 入 れ ・ 部 品 交 換

１　ライトバーを仮吊り状態にする。
２　蓄電池コネクタをはずす。
３　ホルダを手で押さえ、もう一方の手で蝶ナットを外し、
　　ホルダをフクロから引き抜く。
　　ホルダをフクロから引き抜かず取外した場合、
　　ホルダ変形の原因となります。

・蓄電池交換方法・・・・・・下図を参照のうえ確実におこなってください。

　　　　　　　　　　　　　　変色・変質、強度低下による破損の原因となります。

　　　　　　　　　　　　　　シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で

　　　　　　　　　　　　　　拭かないでください。

　　　　　　　　　　　　　　汚れた部分を軽く拭き取ってください。

・器具の清掃について・・・・水または中性洗剤を用いて、

　保有期間　　　　　　　　補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。

・保証書について・・・・・保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。

・保証について・・・・・・この商品の保証期間は１年間です。但し、ＬＥＤ電源は３年間です。詳細は弊社カタログをご参照ください。

・補修用性能部品の・・・・弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、６年間保有しております。

・点灯直後・消灯直後にプラスチックの伸縮によるきしみ音が発生する場合がありますが、故障や異常ではありません。

　静かな環境や密集取付でご使用の場合、きしみ音が気になる場合があります。

　この様な場合は直管ＬＥＤ等のプラスチック製カバーのないタイプをお勧めします。

・ライトバーは温度変化に合わせて伸縮する構造となっています。振動や風によって、がたつき音が発生する場合がありますが、

　故障や異常ではありません。

・点灯させる際に、明るくなるまでの時間や動作がライトバーの品種により異なる場合があります。あらかじめご了承ください。

・ラジオ、テレビや赤外線リモコン方式の機器は照明器具から離してご使用ください。雑音が入ったり、正常に動作しない場合があります。

・同時通訳機等の誘導無線をご使用になられる場合、雑音が入る場合があります。　事前に確認し、対策を講じてください。

・ＬＥＤ素子にバラツキがあるため、同じ品番のライトバーでも光色・明るさが異なる場合があります。予めご了承ください。

・電源電圧変動などの影響により瞬間的に明るくなったり暗くなったりする場合があります。予めご了承ください。

・ライトバーの品種により始動時間が異なる場合があります。予めご了承下さい。２０形８００ｌｍタイプの場合は、瞬時に点灯します。

光源として高輝度ＬＥＤを使用しています。長時間の直視は避けてください。
シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で器具を拭かないでください。　変色、変質、強度低下による破損の原因となります。

　水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。

　 取 扱 い に 注 意 し て く だ さ い 。
　 非 常 用 光 源 部 の レ ン ズ は ガ ラ ス 製 で す 。
レ ン ズ 破 損 の お そ れ あ り 。

　 （ ２ 線 式 配 線 の 場 合 、 非 常 点 灯 し ま す 。 ）

意注

警 告警 告

蓄電池

感 電 の お そ れ あ り
　 器 具 の 清 掃 時 は 、 必 ず 電 源 を 切 っ て く だ さ い 。

パ ネ ル 破 損 の お そ れ あ り 。
　 ラ イ ト バ ー の パ ネ ル は 樹 脂 製 で す 。
　 取 扱 い に 注 意 し て く だ さ い 。

や け ど の お そ れ あ り 。
　 点 灯 中 や 消 灯 直 後 は ラ イ ト バ ー や
　 そ の 周 辺 を さ わ ら な い こ と 。

蝶 ナ ッ ト

フ ク ロ

ホ ル ダ

４　蓄電池を交換する。
　　　蓄電池には同形状で別品番があります。
　　　器具貼付けの品番を確認してください。
５　蓄電池とホルダを取付ける。
　　・はずした手順と逆の手順で確実に取付ける。
　　　取付が不完全な場合、非常点灯不良・蓄電池の落下の原因となります。
６　蓄電池コネクタを取付ける。
７　ライトバーを取付ける。
　　・はずした手順と逆の手順で確実に取付ける。

蓄 電 池

３

３

２０形タイプ：非常時ＬＥＤ一般出力型

４０形タイプ：非常時ＬＥＤ高出力型

　取説Ｎｏ．ＮＷＬＧ４２６１５Ｃ－Ｔ３　

・充電モニタ（緑）が点滅している場合、通電状態で蓄電池を交換してください。

　点滅が解除されます。

　無通電状態で蓄電池を交換した場合は充電モニタ（緑）の点滅が解除されません。

・３線式配線の場合、常用光ユニットの電池（壁スイッチなど）を切って作業してください。

・２線式配線の場合、常用光ユニットが点灯したままとなりますので、光源を直視しない、

　手袋などの保護具を使用し直接光源部にさわらないよう安全に配慮してください。

照明器具には寿命があります。（ １）
　法令に基づいて定期的に点検を実施してください。点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災などに至る場合があります。
一年に一回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店等の専門家による点検を受けてください。

　必要な場合は弊社営業所へお申し出ください。（チェックシート番号：ＣＬＸ２０２１ＪＡ）点検せずに長時間使い続けるとまれに落下・感電・火災に至る場合があります。
長時間器具を使用しない場合は、蓄電池は外してください。蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

１　照明器具は、使用条件、使用環境で異なりますが、８ １０年が取り換え時期の目安です。但し、蓄電池は、４ ６年です。使用条件は周囲温度３０ です。
ＬＥＤ光源の寿命は４００００時間です。
周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合など寿命が短くなります。点灯出来るからといって継続して使用が可能というわけではありません。



点検実施のお願い

　電池内蔵型器具は性能維持のため、６ヶ月に１回は非常点灯への切り替え、非常点灯時間の確認を必ず行ってください。

　（常に適正な状態に維持するために、法令 で定められた定期の点検に加え、上記点検の実施をお願いします。

　　非常点灯が極端に短くなるおそれがあります。）

　　 誘導灯は消防法令、非常用照明器具は建築基準法令に定められています。

点検年月日
点　検　状　態

外　観 機　能
点検者

設置年月日　　年　　月　　日 取付場所　　　　　　　　 器具Ｎｏ．　　　　　　　

点検者
機　能

点検年月日
点　検　状　態

外　観 外　観

点　検　状　態
点検者点検年月日

機　能

・表に従ってお調べいただき、なお異常がある場合は、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼してください。

常時、ライトバーが点灯しない

現　象

消灯スイッチＯＦＦ

考えられる原因

蓄電池が接続されていない

ＡＣ電源が通電状態となっていない

蓄電池の充電不足

（保管時の自然放電や、施工時の放電など）

蓄電池の寿命

蓄電池が接続されていない

非常点灯しない

短時間しか点灯しない

　（３０分未満）

充電モニターが点灯しない

処　置

スイッチをＯＮする

蓄電池を接続する

ＡＣ電源を通電状態とする

４８時間以上充電する

蓄電池を接続する

蓄電池を交換する

故障かな？と思った時は

２０形

４０形

８００ｌｍタイプ

入力電流

定格電圧

０ １２５Ａ ０ ０６５Ａ ０ ０５５Ａ

１６００ｌｍタイプ明るさタイプ

この器具には、ニッケル水素蓄電池を使用しております。

ニッケル水素電池は、リサイクル可能な資源です。ニッケル水素電池の交換、及びご使用済の電池の

破棄に際しては、ニッケル水素電池を取り出しリサイクルにご協力ください。

　仕様　
　接続図　

器具定格・接続図

消費電力

０ ０４８Ａ ０ ０４０Ａ０ ０７８Ａ

１２ ５Ｗ １２ ５Ｗ ６ ９Ｗ ６ ９Ｗ ６ ９Ｗ１２ ５Ｗ

２０００ｌｍタイプ

入力電流

定格電圧

０ １７３Ａ ０ ０９１Ａ ０ ０７８Ａ

２５００ｌｍタイプ明るさタイプ

消費電力

０ ０７４Ａ ０ ０６４Ａ０ １４１Ａ

１７ ３Ｗ １７ ３Ｗ １４ １Ｗ １４ １Ｗ １４ １Ｗ１７ ３Ｗ

３２００ｌｍタイプ

入力電流

定格電圧

０ ２７７Ａ ０ １３９Ａ ０ １１５Ａ

４０００ｌｍタイプ明るさタイプ

消費電力

０ １０８Ａ ０ ０９０Ａ０ ２１６Ａ

２７ ７Ｗ ２７ ７Ｗ ２１ ６Ｗ ２１ ６Ｗ ２１ ６Ｗ２７ ７Ｗ

５２００ｌｍタイプ

ＡＣ２４２ＶＡＣ２００Ｖ

入力電流

ＡＣ１００Ｖ定格電圧

０ ４４１Ａ ０ ２２１Ａ ０ １８３Ａ

６９００ｌｍタイプ明るさタイプ

消費電力

０ １６８Ａ ０ １３９Ａ０ ３３５Ａ

４４ １Ｗ ４４ １Ｗ ３３ ５Ｗ ３３ ５Ｗ ３３ ５Ｗ４４ １Ｗ

　部品の記号と名称　

ＬＢ：ライトバー　　　ＳＷ１：点検スイッチ

ＢＫ：ブロック　　　　ＳＷ２：自己点検スイッチ

ＢＴ：蓄電池　　　　　ＳＷ３：常用消灯スイッチ

Ｌ　：非常灯ＬＥＤ　　ＬＥＤ：充電モニター

１００－２４２Ｖ

ＢＴ

ＢＫ

Ｌ

ＳＷ１

ＬＢ

ＬＥＤ

ＳＷ３

ＳＷ２

突入電流 ４ ６Ａ ５ ７Ａ １ ２Ａ ３ ３Ａ ４ ２Ａ１ ７Ａ

ＡＣ１００ＶＡＣ２００ＶＡＣ２４２Ｖ

ＡＣ１００ＶＡＣ２００ＶＡＣ２４２ＶＡＣ１００ＶＡＣ２００ＶＡＣ２４２Ｖ

ＡＣ１００ＶＡＣ２００ＶＡＣ２４２Ｖ ＡＣ１００ＶＡＣ２００ＶＡＣ２４２Ｖ

ＡＣ１００ＶＡＣ２００ＶＡＣ２４２ＶＡＣ１００ＶＡＣ２００ＶＡＣ２４２Ｖ

緑 赤 黒白

ＭＮ１０２１－０３０９２３

パナソニック株式会社　ライティング事業部 〒571-8686　大阪府門真市門真1048
　お問い合わせ先　パナソニック　照明器具・ランプ商品ご相談窓口　https://sumai.panasonic.jp/support/
　　0120-187-441（フリーダイヤル）【受付時間】月～土/9:00～18:00（祝日・三が日を除く）　※携帯電話からもご利用になれます。
　　0120-872-460（FAX） Help desk for foreign residents in Japan Tokyo (03) 3256-5444 Osaka (06) 6645-8787 Open: 9:00 - 17:30 (closed on Saturdays / Sundays / national holidays)


